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小野市と明石市でタイワンタケクマバチを確認

柴田 剛
タ イ ワ ン タ ケ ク マ バ チ Xylocopa tranquebarorum 

(Swederus, 1787) は，中国，台湾原産の外来のハチで
2006 年に愛知県と岐阜県で発見され，その後急速に中
部地方を中心に分布を拡大しているといわれている．現
在確認記録として報告されているのは 15 府県（埼玉県，
静岡県，石川県，福井県，長野県，愛知県，岐阜県，三
重県，滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，岡山県，
鳥取県）であるが，インターネット上では他に東京都で
の確認情報が見られる．なお，愛知県に侵入したものは，
ミトコンドリアＤＮＡの解析により中国（大陸）由来で
あると推定されている（川添，2019）．

兵庫県内では 2018 年に尼崎市で確認されている（上
森，2018）が，その他の確認記録はないようであり，
このたび小野市と明石市で採集することができたのでこ
こに報告する．また，加古川市在住の高田昌慶氏から
2020 年 8 月 14 日に加古川市上荘町国包で採集したと
いう情報を提供いただいた．さらに，愛知県移入種対策
ハンドブックの付属資料編「愛知県の移入動植物ブルー
データブックあいち 2012」に，国内の分布として「2011
年の兵庫県赤穂市と岡山県倉敷市での確認」が大草伸治
氏の私信として掲載されている。この他に，文書による
記録ではないがインターネット上に，三田市で 2020 年
5 月 30 日に観察したとの情報が見られる．

本種の分布状況等については，愛知県でクマバチの
研究を行っておられる川添和英氏および橿原市昆虫館の
池田 大氏にご教示いただきました．また，高田昌慶氏
からは写真とともに加古川市での確認情報を提供いただ
きました．末筆ながらお礼を申し上げます．

【確認情報】
１. 採集・撮影：小野市黍田町（加古川の土手）（図 1）

確認年月日：2020 年 7 月 26 日

確認個体：1 ♀

訪花植物：ミドリハッカ，別名スペアミント（シソ科），ムラ

サキツメクサ（マメ科）

２. 採集：明石市茶園場町（明石川の河川敷）
確認年月日：2020 年 8 月 9 日

確認個体：1 ♀

訪花植物：アレチハナガサ（クマツヅラ科）
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（Hiroshi IKEDA　橿原市昆虫館） 図 1　兵庫県小野市黍田町，2020 年 7 月 26 日


